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平成 22 年度猪名川・藻川河川保全利用委員会報告 
 
 平成 22 年度の猪名川・藻川河川保全利用委員会では、現地視察および 3 回の委員会

が開催された。その概要は以下のとおりである。 
 
■ 現地視察 平成 22 年 8 月 11 日（水） 

委員会開催に際して、審議対象となる占用案件についての現状把握を目的として、現

地視察を実施した。対象案件は下記のとおり。 
○ すべて堤外地の占用案件（6 箇所） 

・ 東久代公園（川西市） 
・ 猪名川河川敷緑地第 3・第 4運動公園（伊丹市） 
・ 神津運動広場（伊丹市） 
・ 猪名川河川敷緑地（伊丹市） 
・ 猪名川河川敷公園（尼崎市） 
・ 藻川河川敷公園（尼崎市） 

 
■ 第 1 回委員会 平成 22 年 8 月 30 日（月） 
1. 報告事項 

○ 平成 21 年度第２回委員会の議事概要、ならびに平成 21 年度の個別占用案件の

許可更新の状況について事務局から説明し、了承を得た。 

○ 平成 22 年 8 月 11 日に実施した現地視察について事務局から報告を行った。 

2. 委員会規約の改正（関係行政機関の一部変更） 

○ 規約改正案について了承を得た。 

3. 今年度の委員会審議の進め方 

○ 委員会は 3回の開催を予定していることを確認した。 

○ 第 2 回委員会で、年度前半に許可更新期限を迎える 3 件の案件、第 3 回委員会

で、年度後半に許可更新期限を迎える 3 件の案件についての意見をとりまとめ

ることで了承を得た。 

○ 今年度の審議対象案件はいずれも堤外地の案件であり、「審議案件」として取

り扱うことで了承を得た。 
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4. 個別占用案件の審議 

○ 占用者から利用状況や環境への配慮等の報告を受けた上で、委員から以下の

ような意見が出された。 

【個別審議案件】猪名川河川敷緑地（伊丹市）、猪名川河川敷公園（尼崎市）、

藻川河川敷公園（尼崎市） 

   ・河川敷に望ましい植物を植えて、小学生の環境体験学習などに利用できるこ 

とが望ましい。 

・河川敷の植物は、自然の遷移にまかせるのではなく、どのような植生が望ま 

しいのか方向性を決めておくべきである。 

  ・堤防の望ましい植生としてチガヤを活かすというのは、全国でも猪名川河川 

事務所がはじめたことである。猪名川の川らしい利用のシンボルとして、チ

ガヤ群落を増やして、それを市民に伝えていければよいと思う。 
・植物の管理では、目的に応じて外来種対策をしていくことが望ましい。 

・市民団体が河川管理者の外来種対策に参加されているなどの実例もあり、川 

らしい川づくりをするために、自治体や行政、市民も一緒になって取り組め

るようになるとよい。 
・川を利用すると安全上のことが問題になるが、いつも川に人がいれば目が届

くようになる。子どもたちが自然の中で遊んでいるような空間にしてほしい。 

・運動公園として利用するところと、できる限り川らしい環境をもった公園と

して利用するところの使い分けがうまくできないかと思っている。 

・いい川を感じることができる利用の仕方が大切である。スポーツをする人に 

もよい景観や環境をつくることの満足を知ってもらいたい。 
5. 憲章について 

○ 憲章の素案をもとに審議された。主な意見は以下のとおり。 
・利用のあり方には、治水・安全に関することを入れておかないといけない。 
・周辺自治体に関する記述は、直轄管理区間の自治体をあげているが、猪名川

町も記述すべきである。 
・一番目の文章では自然の大切さを書いているが、生き物だけでなく、流域の

住民にとっても非常に重要な場所であることを記述すべきである。 
・「水生昆虫、陸生昆虫」という表現があるが、「小動物」として表現できる。 
・猪名川の特性として、沿川都市の住民とっては自然な場は猪名川しかないと 

いうことを記述すべきである。 

 

 

 

 



 3

■ 第 2 回委員会 平成 22 年 10 月 27 日（水） 
1. 報告事項 

○ 平成 22 年度第１回委員会の議事概要を事務局から説明し、了承を得た。 

○ ニュースレター（猪名川・藻川河川保全利用委員会通信 2010 年 10 月）の発行

について事務局から報告を行った。 

2. 第 1回審議案件の継続審議 

○ 第 1 回審議案件について継続審議を行い、意見書をまとめた。各案件に対す

る主な意見は以下のとおり。 
■猪名川河川敷緑地：伊丹市 
・川らしい利用の方向に向けてどうすればいいかを考えて、次の段階ではも 

う少し生態系重視の方向に改善・改良する必要がある。 
・「自然環境の保全に努めるとともに、自然とふれあえる場所」になるよう 

に・利用者が河川愛護活動等に参加できる方法などについて考えてほしい。 
・堤防植生としての望ましい方向性や外来種問題などは生物多様性保全の 

視点からの管理を進めてほしい。 
■猪名川河川敷公園、藻川河川敷公園（尼崎市） 
・河川管理者と占用者が一緒になって川らしい自然環境をつくっていき、そ 

れに親しむ利用の仕方ができる工夫をもっとしていただきたい。 
・占用者は生物多様性の保全に留意しながら植生管理をしていただきたい。 

3. 委員会意見への対応状況の報告時期について 

○ 委員会意見への対応状況の報告時期について事務局から説明し、了承を得た。 

○ 書式は、上下２段よりも、左右に分けて、委員会意見に対してどういう対応が

できたかをもっとわかりやすくした方がよい。 
4. 個別占用案件の審議 

○ 占用者から利用状況や環境への配慮等の報告を受けた上で、委員から以下の

ような意見が出された。 
【個別審議案件】東久代公園（川西市）、猪名川河川敷緑地第 3・第 4運動公園、 

神津運動広場（伊丹市） 
・運動公園の中に自然環境の観察などができるような付加価値をつけるという

視点が非常に大事である。 

    ・水辺に近づきやすいため、もっと工夫すれば水に親しめることができる。 

・生物多様性保全、環境学習、環境教育の場として、ここ（公園）を活用して

いくという方向をきっちり守って管理していただきたい。 

・自然環境を破壊した上で運動公園ができているという事実があり、それを補 

完するために、運動公園を残しながらどう自然回復を図っていくかという視

点が必要である。 
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・川が本来はどういう場所なのだという視点を、利用申請時や啓発看板などで

スポーツをする人にきっちり伝えていき、スポーツをする人の意識を少しず

つ川へ向けてもらうことが必要である。 

5. 猪名川・藻川河川保全利用憲章とチェックリストについて 

○ 憲章の素案をもとに審議された。主な意見は以下のとおり。 
・河川保全利用憲章を一度、外に向けて発信してみて、社会的な評価を受けて

みてはどうか。 
・環境への配慮というところで、生物多様性という言葉が全く入っていないの

で、生物多様性への配慮などの文言を入れたほうがよい。 
・前文の中に自然を大切にすることは記載しているが、飲み水としての大切さ

という視点も必要ではないか。 
・猪名川・藻川河川保全利用憲章を委員会が提唱するのはよいが、これをみん

なで諮って定めるという形がいいと思う。 
・条文に、「その自然、景観、歴史・文化を後世に伝えよう」とあるが、その

伝えるべき「自然、景観、歴史・文化」の中身を教えていただきたい。 
 

■ 第 3 回委員会 平成 23 年 2 月 15 日（火） 
1. 報告事項 

○ 平成 22 年度第 2回委員会の議事概要を事務局から説明し、了承を得た。 

○ ニュースレター（猪名川・藻川河川保全利用委員会通信 2011 年 1 月）の発行

について事務局から報告を行った。 

○ 平成 22 年度個別占用案件の許可更新に関して事務局から報告し、了承を得た。 

2. 委員会規約の改正 

・規約改正案について了承を得た。 
3. 委員会意見への対応状況の報告時期 

・委員会意見への対応状況の報告時期について、案件ごとの具体的な報告時期

および様式について事務局から説明し、了承を得た。 

4. 第 2回審議案件の継続審議 

○ 第 2 回審議案件について継続審議を行い、意見書をまとめた。各案件に対す

る主な意見は以下のとおり 
■東久代公園（川西市） 

 ・水辺に親しむことや、生物多様性を考えていく上では、河川管理者も一

緒に取り組むことが必要である。 
     ・占用区域に限らず、その周辺についても、植物の外来種対策などの管理

をしっかり行っていくことが重要である。そのためには、管理のあり方

について、河川管理者からも提案していく必要がある。 
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・占用者、利用者、管理者、市民の４者が望ましい川について話し合うな 

ど、情報共有を図ることが重要である。 

・みんなが川に関心を持つように、外来種対策や川の豊かな自然環境のこ 

とについて積極的に情報発信をしていくとよい。 

■猪名川河川敷緑地第 3･第 4 運動公園、神津運動広場（伊丹市） 

・占用者、利用者、管理者、市民の４者が望ましい川について話し合うな 

ど、情報共有を図ることは案件に共通して言えることである。 
・占用区域周辺における花粉症の原因となる外来植物の管理をしっかり行 
うことは、利用者にとっても重要なことである。 

・外来種対策を実施する活動団体などが利用者へも声かけをして、誰もが 
できる日常的な対策・手入れの方法などに関する情報を広げていけばよ 
い。 

5. 個別占用案件の審議 

○ 公園面積の拡張を伴う堤内地の案件について審議を行った。主な意見は以下の

とおり。 
【個別審議案件】天王宮児童遊園地（川西市） 

    ・河川沿いの立地環境を生かしたような公園づくりを考えてほしい。 
    ・カワラナデシコやフジバカマなど川らしい植物やエドヒガンという猪名川に 
     生えている非常に珍しい桜を植栽するなど、“猪名川らしさ”のある川沿いの 
     公園としてほしい。 
    ・子どもが園内の植物の種まきから参加するなど、猪名川らしさが意識づけら 
     れるような住民参加型の公園づくりがあってもよいと思う。 
6. 猪名川・藻川河川保全利用憲章とチェックリストについて 

○ 憲章の素案をもとに審議された。主な意見は以下のとおり。 

・前文の最初のところの「猪名川町を水源地として」という表現に少し違和感

がある。 

・最後の文章が「猪名川・藻川河川保全利用委員会は、ここに猪名川・藻川河

川保全利用憲章を定めます」という形になっていて違和感がある。 

・シンポジウムやフォーラムといった形のものを開いて、その中で提案するよ

うな場をつくってもらったらよいのではないか。また、この議題の結論に向

けてどのように進めていくかということも考えていただきたい。 

○ チェックリスト案をもとに審議された。 

・占用許可に至るまでのおよその流れとしてはいい方向で、機能しやすいよう

な形で整ってきたという印象がある。時間の都合上、次回にもう一度審議さ

せていただくということにしたい。 
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7. 次年度審議案件の取り扱い 

○ 次年度審議案件の取り扱いについて審議し、以下のことを確認した。 

・資料の④番(尼崎市農業公園)と⑤番(おおぞら広場)は堤内地にあって影響が 

少ないので報告案件とすることでよい。 

・来年度 8月頃開催予定の委員会では、審議対象となる個別占用案件は報告案

件 1件のみなので、憲章・チェックリストの審議を集中的に行いたい。 

・来年度の審議予定は次のとおりとする。 

 

表－１ 平成 23 年度 猪名川・藻川河川保全利用委員会の全体スケジュール 

審議事項 回

数 

開催時期 報告事項 

占用案件の審議 憲章 

１ H23.8.22 

（2 時間） 

・H22 年度委員会報告 

・H22 年度審議案件の

許可更新に関する報

告 

・委員による現地視察

の 報告 

・1 件（年度前半）の案件の

説明と審議 

 

憲章案について審議 

（策定に向けた手続き等 

について） 

2 H23.10 予定 

（2 時間） 

・第 1 回委員会報告 ・4 件（年度後半）の案件の

説明と審議 

― 

3 H23.12 予定 

（2 時間） 

・第 2 回委員会報告 

・前半 1 件の許可更新

に関する報告 

・第 2 回審議案件の意見の

まとめ 

・H24 年度中間報告案件の

確認 

― 

 

表－２ 審議予定の案件一覧 

名称 許可期限 許可受者 

おおぞら広場 年度前半 H23.9.30 尼崎市 

猪名川緑地 H24.3.31 池田市 

第１号猪名川河川敷緑地 H24.6.30 伊丹市 

伊丹市立猪名川テニスコート H24.3.31 伊丹市 

尼崎市農業公園 

年度後半 

H24.3.31 尼崎市 



 


